


家族写真 ： 奥さん、後継者と一緒に





水田に囲まれた牛舎

牛舎正面入口



飼養頭数の年次別推移
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Ｈ10～
12年Ｈ元年Ｓ51年S46～

50年S45年年次別

Ｓ45年 肥育牛経営を開始する

Ｓ51年 近代化資金（1,200万円）融資を受けて牛舎・
堆肥舎を建設して規模拡大する

Ｈ元年 牛肉輸入自由化を契機に飼養牛を黒毛和種
肥育に統一する

Ｈ10年・12年 自己資金で牛舎・堆肥舎を増築し規模

拡大して現在に至る



牛舎内部 ： 古電柱を再利用した牛房



共同利用のトラクターとマニュアスプレッダ

ヘイベーラ





平成17年の粗飼料収穫状況
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１ 転作田は中条第二転作組合の転作田
２ 河川敷は信濃川河川敷
３ 水田は自作地と義兄の水田



白ビエ収穫の様子

反転作業



稲わら収集作業の様子
と保管状況





子牛市場で素牛を選定



飼料給与後の

見回り作業

個体管理牛房



牛舎入り口の消毒槽

使用後水洗いした器具の整頓



将来を担う後継者

枝肉の勉強



肥育名人認定式




